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抄録：司書課程の「児童サービス論」科目に対して、資料論中心であること等について批
判的な指摘がある。この批判の適否の検討も含めて、新カリキュラム発表後出版された教
科書 5 タイトルについて、児童資料、出版、資料選択ならびに、児童図書館経営、児童図
書館員養成についての記述を比較検討した。児童資料の歴史や出版に関する記述は十分と
はいえず、また選書等資料に関する研修が多く求められ実施されていることからみても、
資料論はむしろ充実が求められる内容といえる。ただし経営の外部化の拡大によって、児
童図書館員に重要な経験の積み重ねがされにくくなる現状を鑑みると、経営についての学
習も不可欠であり、養成課程の授業担当者にはそれへの配慮も求められる。 
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１  研究目的と枠組 
1.1 研究目的 
 子どもと本のかかわりを考える上で、戦前か
ら子どもの本の出版、編集にかかわってきた石
井桃子の業績は外すことができない。 
筆者は石井に関する先の研究1で、石井が図書
館に注目した経緯を整理し、石井の児童図書館
観を作り上げ、児童図書出版の礎としたものに
ついて考察してきた。そこで、石井が編集・出
版の仕事に就いた初期に出会った、米国の児童
図書館員によるリストの役割の大きさを指摘し、
石井が児童図書に係る仕事の中心に据えたのは、
本を選ぶ力・批評力であったことを確認した。
そしてその力をつけるために、石井が児童文学
の歴史を学ぶことを強調していたことも紹介し
た。 
 石井は、児童図書館の役割として｢よい創作活
動を推進し、またその結果を本にする出版事業
の支えになり、さらにまたその本を直接子ども
の手にとどけるという三つの仕事を一つでひき
うけ｣2ることを挙げた上で、「児童図書館への願
い」と題した小文で、「つみ重ね」の重要性とそ
れをつなぐ公的なしくみとしての公共の児童図
書館への期待を語っている3。 
児童図書出版にかかわった石井の言は、資料
とそれを手にする子ども(利用者)とそれを橋渡
しする立場の児童図書館員の働きを重視した、
資料を中心に据えた児童図書館論・児童図書館
員論4といえる。 
 一方、日本の児童図書館員の養成について、
井上5は、2000年に「児童サービス論」授業に
ついて大学の授業担当者にアンケート調査を実
施し、経験はあるが研究活動実績の見られない
授業担当者への疑義、資料論への偏重などを指
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 摘した。井上は、資料論偏重の理由として、時
間数による制約と、担当者の資料論以外の分野
の軽視を挙げている。 
2010 年には井上ら日本図書館研究会児童・
YA サービス研究グループが司書科目「児童サ
ービス論」の 1951－2009年に出版された教科
書 31タイトルを、５つの時期に分けて整理し
分析した6。そして 2009年発表の新カリキュラ
ムの解説文書の「児童サービス論」の教授内容
に、経営的側面が削除されていることを指摘し、
「児童室運営には経営手腕が求められるにもか
かわらず、過去の児童資料中心論・読書指導論
が再び登場してきている」7ことのほか、いくつ
かの疑問を呈したうえで、教授すべき内容の提
案を発表している。 
2011年には、同グループが当時の大学の実際
の「児童サービス論」シラバスや教科書につい
て質問紙による調査を実施した8。そして 2010
年ならびに 2011年調査結果から、2000年調査
時に挙げていた問題、すなわち資料論偏重、教
育担当者の教育・研究姿勢への疑義等が解消さ
れていないことを指摘し、その背景として、文
部科学省の申請許可後の審査がなく講座運用が
大学に委ねられている点を挙げて、最低条件や
ガイドラインの設定を提案している。 
井上らは「大学での開講科目となれば、なぜ
図書館で児童サービス・YAサービスなのかと
いう理論としての議論を明確にしたうえで、実
務的・経営的内容を教えるべきではないか」9と
して、資料論中心であることに対しては批判的
な姿勢で分析を行っている。 
井上らが調査対象とした教科書・カリキュラ
ムは、いずれも、新カリキュラムが本格実施さ
れる以前の 1単位の旧カリキュラム時代のもの
であった。そのため、資料論偏重の理由の一つ
と挙げた「時間の制約」は、2単位となれば解
消し得る可能性を秘めている。 
また、新カリキュラムに対して提示されてい
る疑問だが、資料論と経営に関する記述は独立
であって両方を充実させることも可能であり、
したがって経営的側面の削除を理由に、資料論
中心主義を批判することは論理的にはつながら
ない。 
資料論中心であること自体、批判されるべき
ことなのかについて検討が必要だろう。 
そこで、本研究は、資料論を中心とした児童
図書館論・児童図書館員論を出発点として、新
カリキュラム下の「児童サービス論」で教授す
べき内容を検討することを目的とする。 
そのために、本稿では、まずは新カリキュラ
ムの下での児童図書館員の養成の重要なファク
ターとなる教科書の記述を検討することにした。
資料論中心といえる石井の重視した児童資料の
歴史、選書、ならびに児童図書出版について、
教科書でどのように記述されているか、そして
また新カリキュラムの内容で明記されなかった
児童サービスの運営についての記述に加えて、
児童図書館員養成についての記述も合わせて調
査し検討する。 
そして既存の調査から、児童サービスの現状
について概観し、そこから児童サービス担当者
養成のための科目内容として盛り込むべきこと
やその養成についての課題を探ることとする。 
 
1.2 研究の枠組み 
 本研究は以下の枠組で述べる。 
(1)本研究の目的 
(2)児童図書館員の養成課程の現状 
 ・児童サービス論の位置づけ 
 ・教科書「児童サービス論」の内容の検討 
   児童資料史についての記述 
出版についての記述 
選書についての記述 
経営についての記述 
児童図書館職員養成についての記述 
(3)児童図書館・児童図書館員の現状 
  ・児童サービスの実施状況 
  ・児童サービス担当者とその研修 
(4)考察 
 
2 児童図書館員の養成課程 
2.1「児童サービス論」の位置づけ 
2008年の図書館法改正を受けて、2009年に
大学ならびに司書講習での図書館に関する科目
が改定された。1950年制定時は「児童に対する
図書館奉仕」（必修 1単位）、1968年改正で「青
 少年の読書と資料」（選択 1 単位）、1996 年改
正で「児童サービス論」（必修 1 単位）という
変遷をたどってきた、児童サービスを扱う科目
は、2009年の改定で、「児童サービス論」2単
位必修となった。 
これについて、これからの図書館の在り方検
討協力者会議の『司書資格取得のために大学に
おいて履修すべき図書館に関する科目の在り方
について』10は「子どもの読書活動の推進の観
点から、「児童サービス論」の内容について、
子どもの読書の意義の明確化を図り、２単位に
充実した」（ｐ6）とねらいを説明している。
また同資料の「図書館に関する科目の各科目の
考え方」では、児童サービス論は、「児童（乳
幼児からヤングアダルトまで）を対象に、発達
と学習における読書の役割、年齢層別サービス、
絵本・物語等の資料、読み聞かせ、学校との協
力等について解説し、必要に応じて演習を行う」
としている。 
内容の一覧表では、1）から 10）までの 10
項目あげた内容のうち、1)発達と学習における
読書の役割、6)乳幼児サービス（ブックスター
ト等）と資料、8)学習支援としての児童サービ
ス（図書館活用指導、レファレンスサービス）、
9)学校、学校図書館の活動（公立図書館との相
違点を含む）が旧カリキュラムにはなく新設さ
れた。一方、旧カリキュラムにあった、ねらい
での｢児童サービスの運営｣の語ならびに、内容
での「２.児童サービスの運営」は削除されてお
り、このことについて、井上11が疑問を呈して
いることは先に述べた通りである。 
児童資料については、内容として述べる項目
が 1項目から 2項目に増加した。絵本や物語、
伝承文学、知識の本と種類を列挙してその内容
を学習することが意図されている。選書はサー
ビスの実際の一部として他の読書活動とともに
挙げられている。 
なお、この内容の一覧表には、「児童サービ
スの歴史」はあるが、「児童資料の歴史」はな
かった。また「出版」の語も見られなかった。 
 
2.2 教科書における記述 
 新カリキュラムの教科書について、児童図書
出版、及び児童資料の選書に関する記述を比較
検証した。あわせて児童サービス経営、児童図
書館員養成についての記述も検証した。 
 対象としたのは、新カリキュラム発表（2009
年2月）以降に、新カリキュラムでの本科目の
教科書として使用されることを意図して企画・
発売されたとみられ、かつ一般の書店で入手可
能な以下の5点である (以下本文ではアルファ
ベットで称する)（表1）。 
Ａ：堀川照代『児童サービス論』日本図書館協
会 2009.2 
Ｂ：赤星隆子・荒木督子『児童図書館サービス
論』2010.12(新装版) 新訂版は2009.3 
Ｃ：金沢みどり『児童サービス論』学文社 
2012.9 
Ｄ：植松貞夫, 鈴木佳苗編『児童サービス論』
樹村房 2012.10 
Ｅ：難波博孝ほか『読書で豊かな人間性を育む
児童サービス論』学文図書 2012.9 
なお、日本図書館協会から2011年9月・11月
に出版された『児童図書館サービス』（実践図
書館サービスシリーズ）は2分冊になっている
ことや司書課程科目のテキストシリーズ（JLA
図書館情報学テキストシリーズII）とは異なる
シリーズに属していることから、また、2009年
10月に改訂版が出版された佐藤涼子『児童サー
ビス論改訂版』(新編図書館学資料集成)は資料
集であることから、いずれも教科書としての使
用を意図されたものではないと判断して、今回
の対象には含めなかった。さらに、八州学園大
学の通信教育テキストとして高鷲志子『児童サ
ービス論』が角川学芸ブックスから発刊されて
いるが、こちらは当該大学の通信教育に限定さ
れたテキストで一般には入手が難しく、こちら
も今回の対象には含めていない。 
 
2.2.1 児童資料及びその歴史についての記述 
Ａは、全25UNIT（158ページ）中、８UNT 
（p13-42）の30ページ分を「児童資料の特色と
選択」に充て、うち、1UNIT（5ページ分）を
児童資料の出版と流通と題して、ここに明治時
代以降の子どもの本の出版史ならびに今日の出
版・流通の現状を盛り込んでいる。残り７UNIT
 で児童資料の類型を述べたのち、各種類別に、
作品例をあげて内容を解説し、選書・評価のポ
イントを述べている。歴史ならびに現状の記述
は日本に限られ、海外の児童書の歴史に関する
記述はなかった。 
Ｂは、全237ページ中第2章を児童資料の章
(p63-164 102ページ分）として本文の約半分
を充てている。ここでは、資料の種類や選書、
出版も含めて資料全般について記したのち、絵
本、読み物など種類別に解説した記述が続く。
解説では、各種類の代表的な作品を例示してそ
の内容や評価ポイントを記している。例示作品
が多いため、巻末には事項索引と別に、書名･
誌名による索引も設けられている。児童文学や
絵本の歴史に触れる記述は見られなかった。 
Ｃは全11章（187ページ）中1つの章（p33-57 
25ページ分）を「児童サービスの資料と特徴」
としている。発達段階と資料の種類を挙げたの
ち、種類ごとに例をあげて解説を加えている。
第3章の冒頭では「評価の際の重要なポイント
について示す」としているが、評価ポイントが
述べられているのは「知識の本」ならびに「ビ
表１ 分析対象とした教科書 
著者、タイトル 出版社 出版年月 ページ数
大きさ
内容
Ａ
堀川照代
『児童サービス論』
日本図書館
協会 2009.2
158p
26cm
◎ 児童サービスの意義
◎児童資料の特色と選択
◎ 児童コレクションの形成と管理
◎ 児童サービスの業務
◎ 児童サービスの方法･技術
◎ 児童サービスの展開
◎ ヤングアダルトサービス
◎ 子どもの読書活動の推進
Ｂ
赤星隆子・荒木督子
『児童図書館サービ
ス論』
理想社
2010.12(
新装版)
新訂版は
2009.3
237p
21cm
第1章 児童図書館
第2章 児童図書館の資料
第3章 児童図書館の運営とサービス
第4章 児童図書館の課題解決への手がかり
Ｃ
金沢みどり
『児童サービス論』 学文社 2012.9
187p
21cm
1章 児童サービスの意義と基本
2章 児童サーービスの対象者である子どもへの理解
3章 児童サービスの資料と特徴
4章 児童サービスのためのコレクションの構築
5章 児童サービスのための環境づくり
6章 児童サービスのための職員のあり方
7章 資料や情報の提供に関するサービス
8章 児童と本を結びつける活動
9章 ヤングアダルトサービス
10章 子どもの読書活動の推進とネットワーク
11章 これからの児童サービスの活性化にむけて
Ｄ
植松貞夫,　鈴木佳
苗編
『児童サービス論』
樹村房 2012.10 191p
21cm
1章 読書の意義
2章 児童サーービスの意義と歴史
3章 児童サービスの種類と内容
4章 児童サービスの管理･運営
5章 児童資料の種類と特性
6章 乳幼児サービス
7章 ヤングアダルトサービス
8章 学校図書館へのサービス
9章 地域と公共図書館
10章 児童サービスの課題と展望
Ｅ
難波博孝ほか
『読書で豊かな人間
性を育む児童サービ
ス論』
学芸図書 2012.9
256p
21cm
第1章 子どもを知る‐児童の特性と読書
第2章 本を知る‐児童図書資料の種類と特性
第3章 子どもと本の接点を創り出す‐子どもの読書活動へのさ
まざまな支援
第4章 子どもを知り、本を知り、子どもと本を結びつけること
‐児童サービスの課題と展望
 デオテープ、CD,DVD」にとどまっている。い
ずれの資料の解説においても、資料の歴史に関
する記述には見られなかった。 
Ｄでは、全10章（191ページ）中、第5章（70
－92ページ 23ページ分）を「児童資料の種類
と特性」とした。絵本、物語文学、ノンフィク
ションそれぞれの解説に加えて、ヤングアダル
ト資料、障がいを持った子どもへの資料の解説
もこの章に含め、「該当の資料を使ってどのよ
うな児童サービスが展開可能なのかを可能な限
り並記して解説」しようとしているところに特
長がみられる。乳幼児向け資料は、第6章乳幼
児サービスでも扱っている。資料の歴史に関す
る記述は見られなかった。 
Ｅはタイトルにもあるように、全体に「読書」、
特に学校教育における読書教育・国語教育を強
調した内容になっており、児童サービスの理念
として学習・教育に係ることを前面に打ち出し
ている。全5章（256ページ）中、第2章（66－
119 54ページ分）を「本を知る‐児童図書資
料の種類と特性」に充てた。従来の絵本や児童
読み物の種類と解説は2節(p79－91)でのみ行
い、3節で新聞雑誌、4節で視聴覚資料･デジタ
ルメディアを取り上げているのが他の教科書と
大きく異なるところである。1節の第2項を「児
童文学の成立」として、日本の子どもを対象と
した児童読み物の歴史を扱っているほか、各資
料の解説において草創期の資料に触れる記述も
見られた。 
 
2.2.2 児童図書出版についての記述 
Ａは、1UNIT（5ページ）を児童資料の出版
と流通と題して、ここに明治時代以降の子ども
の本の出版史ならびに今日の出版・流通の現状
を盛り込んでいる。海外の出版への言及はなか
った。  
Ｂでは、「第2章児童図書館の資料」の「第1
節児童図書館の資料」中の項として「2.児童書
の出版」「3.図書館と児童図書の出版」を設け
ている。出版された8割5分が図書館に行くとい
う米国の事情の紹介や絵本作家マーシャ・ブラ
ウンの図書館員への信頼を表した言を引用して
いる。また、児童図書館の歴史を扱った節（第
1部第2節）で、児童図書週間や各賞（米国のニ
ューベリー賞・コルデコット賞、英のカーネギ
ー賞・ケイト・グリーナウェイ賞）の創設など
英米の図書館と児童出版の関係を取り上げてい
る。日本の児童図書出版史の記述は1部の児童
図書館史で、岩波少年文庫等が一部触れられて
いる。 
 Ｃ及びＥでは、「出版」の語は選書ツールと
しての「出版情報流通」、出版社の出版案内等
として出現するのみ、Ｄでは、中期計画立案の
際の出版傾向の把握が出現するのみで、読書材
の提供者・読書活動に関与する協働者としての
出版者に関する記述はみられなかった。 
 
2.2.3 児童資料の選択についての記述 
Ａでは、児童資料の種類別に述べた各論に評
価のポイントを盛り込み、選択についてはコレ
クションの形成と評価のユニットの一部で少し
触れているほか、別の章で児童サービスの 1方
法としてのブックリストと合わせて書評を挙げ
ており、ここで「子どもが心から楽しめる本が
出版されるよう本の作り手に助言することなど
の役割も担っている」として、書評の書き方を
解説している。 
Ｂでは、第 2章の第 2節を「選書」として 8
ページを割いている。また、第 3節「収集・蔵
書構成」の中でも、収集方針の作成、選書のプ
ロセス、選書のための補助資料などについて項
が設けられ、さらに第４節の児童資料の種類別
の記述の中でも、それぞれの評価について触れ
ている。 
Ｃでは、児童サービスのためのコレクション
構築の第 1節として資料や情報の選択の節を設
けている。Webページの評価に詳しいのが本書
の特徴といえるが、印刷資料の選書の具体的な
方法や評価基準についてはその分簡略化されて
いる。 
Ｄでは、第 4章「児童サービスの管理・運営」
中の１節として「児童資料の選択と評価」を設
けている。各種１－３行の大阪府立図書館の選
書基準の例示でとどまった 
Ｅでは、「第 4 章子どもを知り、本を知り、
子どもと本を結びつけること‐児童サービスの
 課題と展望」の第 2節で「児童図書資料の選択
と組織」を掲げている。資料選択については情
報源を列挙するにとどまり、資料ごとの選択基
準の記述は見られなかった。 
 
2.2.4 児童サービス運営についての記述 
 Ａでは、「児童サービスの展開」中の1ユニ
ット(p99－105 7ページ分)を「児童サービス
の運営」としている。評価についてはオプショ
ンのページでALAの評価指標を挙げ、広島市こ
ども図書館の評価事例を例示した。 
 Ｂは第3章を「児童図書館の運営とサービス」
としたうち第1節（p165－173 9ページ分）を
「児童図書館の運営」として運営方針・長期･
短期目標や年間計画の立案、予算編成等の記述
に充て、さらに第5節を「児童サービスの評価」
としている。 
 Ｃでは「第11章これからの児童サービスの活
性化にむけて」の第2節に「児童サービスの評
価」があり、「評価の結果を次年度のサービス
計画に反映させるなど、前向きな姿勢が望まれ
る」と結んでいるが、サービス計画等に関する
記述はほかに見当たらなかった。 
Ｄでは、第4章を「児童サービスの管理・運
営」としており、第1節「児童サービス管理運
営の基本的な考え方」でサービス計画の概要を
述べたほか、第４節「児童サービスにおける体
系的な計画の重要性」（ｐ60－69）で、年間計
画の重要性、立案方法、サービスの評価につい
てまとめている。 
Ｅでは、「第4章子どもを知り、本を知り、
子どもと本を結びつけること‐児童サービスの
課題と展望」の第3節「施設、資料、従事者に
ついての課題と展望」で、指定管理者制度の導
入や非正規職員の増加などの傾向にある中で児
童サービス担当者が対応すべきことを2ページ
に渡って述べているが、サービス計画や評価に
ついての記述は見当たらなかった。 
 指定管理者制度の導入などの経営・管理上の
問題について触れているのはこの 1タイトルの
みであり、ほかのＡ、Ｂ、Ｃ，Ｄの教科書では
見当たらなかった。 
  
2.2.5 児童サービス担当職員についての記述 
 Ａでは、「児童サービスの展開」中の 1ユニ
ット(p111－119 9ページ分)を「児童サービス
担当者の役割と知識」としている。 
Ｂは第 1章を「児童図書館」の第 5節（p51
－57 9ページ分）を「児童図書館員」として、
採用ならびに養成･研修の課題、必要な資質につ
いて述べ、さらに続く節にボランティアについ
ての記述を含めている。 
Ｃでは第 6章を「児童サービスのための職員
のあり方」としている。第 1節で ALA作成の
「公共図書館・児童サービス担当図書館員の専
門能力について」（2009）を紹介し、第 2節で
井上の 2000年の調査結果12に触れながら、児童
図書館員養成の課題を述べて研修の実情を述べ
ている。 
Ｄでは、第 4章「児童サービスの管理・運営」
の第 2節「児童図書館の職員と組織」で、専門
性とその役割について述べ、生駒市の職員組織
の例を挙げている。また 10 章の２節「子ども
の読書環境に整備についての課題と展望」で、
児童図書館員の養成についての課題を挙げた。 
Ｅでは、児童サービス従事者という語を用い
ているが、それについて独立した節・項はない。
第 4章「子どもを知り、本を知り、子どもと本
を結びつけること」の 3節「施設、資料、従事
者についての課題と展望」の一部に、児童サー
ビス従事者は「正規職員と非正規職員が連携し、
しっかりしたコミュニケーションを作ること」、
児童サービスの理念を表明し働きかけることが
重要であるとしている。 
 
3. 統計調査にみる日本の児童図書館の現状 
3.1 児童サービスの推移と現状 
日本図書館協会は毎年日本の図書館について
調査している。このうち児童サービスの実施状
況については 2008 年まで隔年で調査が行われ
てきていたが、その後は発表されていない。 
また、1999年と 2003年に「日本の図書館」
の付帯調査として大規模な「公立図書館児童サ
ビス実態調査」が実施された13,14。 
また、汐崎15は戦後の公立図書館における児
童サービス独自の発展の歴史を単著にまとめ、
 戦後日本の児童サービスの拡大の量的な把握と
ともに、関係人物へのインタビューによる検証
も行っている。 
日本図書館協会調査の最新結果（2007 年 3
月 31 日現在）によれば、児童室を設けている
と回答した図書館は、都道府県立図書館 48
（ 77.4％）、市区立 1737(71.4%)、町村立
426(69.8% )、広域市町村圏１(100% )であった。
児童専用カウンターを設けている図書館は、都
道府県立図書館では 37図書館であった。 
過去からの推移をみると、児童室・児童コー
ナー設置は調査開始の 1957 年では 29.8％ 
（725館中 216館）であったのが、1971年度
に 44.1％  となり、その後も着実に増加して
1986年度に 8割を超えた（80.5%）。21世紀に
入ってやや減少傾向にあるが、現在おおむね 7
割の図書館が児童室または児童コーナーを備え
ている。 
 
3.2 児童図書館職員 
児童サービス担当職員数とサービス実施 1館
あたりの人数は、2007年 3月 31日現在で、都
道府県立で 11名（1館当り 2.31名）、市区立で
2566 名（同 1.48 名）、町村立で 311（同 0.73
名）、広域市町村圏で 3名（同 3名）となって
いた。 
都道府県立図書館で 2010 年度に専任の児童
サービス担当者がいる県立図書館は、国際子ど
も図書館による児童サービス研修の調査16によ
れば、47館中 32館（うち正規職員がいるのは
29館）で、その人数は、1人が 17％、2－4人
が 38％、5－8人が 12％であった。兼任の担当
者が置かれていたのは、47館中 20館（43％）
で、そのうち 15 館は専任職員がおらず兼任担
当者のみであった。 
担当者数の変化を 1999年・2003年付帯調査
と比較したところ、2003年度よりも専任担当者
を複数配置する館が増えているといえるが、平
均人数がほぼ同じであり担当者 0人の館も若干
増えていることから専任担当者が増加傾向にあ
るとまではいえないとしている。 
市区及び町村の公共図書館で児童室・児童コ
ーナーを設置している図書館は 7割以上に上っ
ているが、児童サービス専任の職員は、2007
年 3月現在、市区立で 1図書館あたり 1.1名、
1児童室あたり 1.5名、町村立では 1図書館あ
たり 0.5名、1児童室あたり 0.7名と、特に町
村立図書館での担当職員数が少ない。2003年調
査の時点で、1999年調査からの減少が見られて
いた（544館 992人→369館 662人）。 
児童書の蔵書数、貸出数はずっと右肩上がり
の傾向にある（ただし児童数の減少に伴い、成
人を含めた全体に占める割合は、1980年頃を頂
点に減少し、近年は横ばいが続いている）。これ
らの伸びと比べると、職員に関する数値の芳し
くないことが目立つ。 
「公立図書館児童サービス実態調査報告」に
よれば、児童サービス担当の図書館経験年数
（2003年時点、括弧内 1999年）は、都道府県
立の専任司書･司書補で平均 8.6 年（13.6 年）、
市区町村立の専任司書･司書補で平均 11.5 年
（10.4 年）、児童担当通算年数は、都道府県立
の専任司書･司書補で平均 3.6 年（3.1 年）、市
区町村立の専任司書･司書補で平均 7.0 年（6.6
年）であった。 
 
3.3 児童図書館の活動と職員研修 
「公立図書館児童サービス実態調査報告
2003」によると、8割以上の市区町村立図書館、
都道府県立図書館でも 7割強がおはなし会を実
施し、その他の集会行事（映画、人形劇、お楽
しみ会など）も市区町村立図書館の 7 割以上、
都道府県立図書館でも 5割弱の図書館が実施し
ていた。市区町村立図書館では、38.3％が子ど
もに関する大人向けの講座講演会を実施してい
るほか、84.8 ％ が地域内の学校や幼稚園・保
育所、子ども文庫への団体貸出を実施し、団体
貸出以外のかかわり（出張おはなし会、定期的
な会合、ブックリスト等の共同制作など）をも
つ図書館も約半数（49.1％）あった。 
「市区町村立図書館の児童サービスで重要と
思うもの」という問いに対しては、選書、子ど
もの本の知識、ストーリーテリング・読み聞か
せ・ブックトーク、参考業務･読書案内が上位を
占めていた。1999 年度調査結果と比較して、
2003年調査では子どもの本の知識、乳幼児サー
 ビスが増加していた。 
 国際子ども図書館「児童サービスの研修」調
査で,実際に 2009年度に実施された研修の内容
をみると、「読み聞かせ･ストーリーテリング」
(50％)、「児童書・絵本(含選書)」50％、「児童
サービス概論（意義など）」43％ が多く、実技
系と理論系の科目の両方が偏りなく取り上げら
れていた。 
 
4. 考察－児童図書館員養成科目に係る課題 
4.1 児童資料の扱い 
2009年以降発行の教科書の、児童資料や選書
に関する記述の調査結果では、5タイトルのう
ち、1タイトルは資料についての記述が約半分
を占めていたが、ほかは資料についての記述は
2割程度であった。井上ら（2010）の結果と容
易に比較はできないが、今回調査の、少なくと
も上の1タイトルを除く4タイトルについては、
資料論に偏っているとはいえまい。 
逆に、児童サービス研修で実施されている内
容、そしてまた望まれることの上位に、「児童
書･絵本」「選書」「子どもの本の知識」が挙が
っていることを考えれば、むしろ、資料につい
ては、資料の歴史や児童図書出版についての記
述も含めて、今後もその扱いを充実させる必要
があるのではないだろうか。図書館の現場から
も、選書の大切さが強調されている17。選書の
基準は教科書でも明確に述べられるべきだろう。 
出版への言及が全くない教科書もあったが、
たとえば、子どもの読書活動の推進に関する法
律では「事業者」として、出版者の役割も謳わ
れている18。石井桃子の紹介したような米国の
図書館と出版の関係と現代日本の出版事情とは
異なるにせよ、読書活動推進の協働者として、
図書館側が出版者を認識することは必要であろ
う。その意味で、司書養成の教科書には、出版
事情や出版との協働についての記述も含められ
るべきであると思われる。 
 なお、この「資料」の語は、2008年の図書館
法・図書館法施行改定によって、従来「資料」
と称されてきた司書養成のための履修科目名等
において、ネットワーク情報源をも含むよう、
「情報資源」の語に置き換えられる流れがある。
その中で、「児童サービス論」が現在でも「資
料」としているのは、「資料」概念の中心にあ
る印刷媒体はそれだけで情報に接することがで
き、操作能力を身に付けないと接することがで
きないネットワーク上の電子情報とは異なるこ
とを意識しているからだろう。単なる情報獲得
のための資源ではない、深い思索行動に結びつ
く「読書」の材料としての意味合いもあるかも
しれない。発達段階にある子どもを相手にする
児童サービスとしては、たとえ電子情報が拡大
したとしても印刷媒体は捨て去ることはできな
い。それだけに、児童資料の扱いは重要である
といえ、サービス提供者である児童図書館職員
の資質として、児童資料についての知識を十分
にすることは今後も優先事項の高い事項といえ
よう。 
ただし、児童も現代の情報社会の中で生きて
いる以上、ネットワーク上の電子情報の拡大と
無縁ではいない。その点を考えれば、児童サー
ビスにおいてもそれへの対応も不可欠である。
「資料」を従来型の絵本やよみもの、ノンフィ
クションや知識の「本」だけにとどめず、イン
ターネット情報資源への目配りを示した教科書
には、倣うところがあると思われる。 
  
4.2 業務経験の積み重ねの必要性と経営 
児童サービス担当者は、おはなし会、その他
の集会活動、学校等他機関との連携等の活動に
携わっている。これらは児童図書館員としての
専門性が求められる活動である。児童書関連の
研修に加えて、ストーリーテリング・読み聞か
せ・ブックトークなどの実演系の研修が求めら
れ、また実施されているのは、実務上の必要に
迫られての場合も多いと推察される。専門性は
経験の積み重ねによって磨かれる。 
 児童サービス担当職員の図書館経験年数は平
均 7.0年（2003）であったことから、児童サー
ビスには図書館勤務経験がある程度必要である
ことが認識されているといえる。児童サービス
担当は、館に 1名ないし 2名と少数であること
が多い一方、上に述べたように専門的な業務が
多く含まれるため、経験が必要とされるのであ
ろう。 
  現役の図書館員は、選書にも児童図書館業務
全般の経験の積み重ねが必要であることを述べ
ている19。 
現代図書館を取り巻く一つの課題として、指
定管理者制度への移行等、管理運営の外部化が
ある。指定管理者は一定期間の計画を提示して、
期間中の管理をまるごと受託する。管理者の雇
用する職員も当然管理受託の期間内の勤務が予
め想定されている。総務省の調査20によれば、
指定期間は5年以下が93.0%を占め、5年
（50.8%）に次いで3年（22.3%）とするところ
も多い。従前の管理受託者・指定管理者が引き
続き指定管理者となった施設数は結果的に
78.8%を占めるものの、うち従前の管理受託
者・指定管理者を公募の方法によることなく選
定したのは、48.7%であり、次年度契約の保障
のない中で受託している指定管理者も少なくな
い。 
 以上のような傾向は、経験を積む機会と意欲
を排除するものといえる。 
石井桃子も 1996 年の取材において、日本の
公立図書館について「図書館員が本を選べるよ
うになるまでそこに居つけない」事態を残念に
思うと語っている21。この、経験を積みにくい
ことがもたらすもののマイナスの大きさを、も
っと切実に考えて訴える必要があろう。 
2009年以降発行の教科書の調査結果では、児
童図書館経営についての教科書の記述は必ずし
も充実したものではなかった。指定管理者制度
等外部化についての詳細は別科目でも扱われる。
実情の変化が激しく、また現場にいないとその
内実が把握しにくかったり、自治体や図書館に
よって事情が異なることも多いため、教科書に
は書き表しにくい事柄であるという事情もある
のだろう。 
しかし、現代の問題としての管理の外部化と
それのもたらす問題点等について、養成の段階
でふれる機会は必要ではないだろうか。「科目の
在り方」の内容から経営が抜け落ちていること
の問題視は首肯できるものであるといえる。 
児童サービスの課題について、教科書では、
たとえば「管理運営や企画立案、あるいはネッ
トワークづくりについての専門的な能力が求め
られるようになってきている。(略) 情報リテ
ラシー支援をする立場になってきており、その
ための専門能力も欠かせない」（Ｄｐ50）など
の記述もみられた。実際の授業の場では、これ
らの記述を膨らませて、経営についての課題も
視野において進めるよう、配慮が必要だろう。 
 
5. まとめ 
資料論を中心とした児童図書館論・児童図書
館員論を出発点として、新カリキュラム下の「児
童サービス論」で教授すべき内容を検討してき
た。現行の教科書５タイトルの調査の結果、1
タイトル以外は資料論に傾いているとまではいえ
るものではなかった。児童図書館サービス担当者
の研修では、選書等資料に関する内容が多く行
われ求められていることから考えると、資料論中
心であることはさほど批判されるべきこととはいえ
ないのではないか。むしろ、児童資料の歴史や出
版事情に全くふれていないものもあり、逆に資料
についての記述には不足が感じられた。 
石井桃子の、創作活動を推進し出版事業の支
えとなりそれを子どもに手渡すことを児童図書館
の役割とする、という児童図書館への期待を今一
度確認したいところだ。 
経営についての記述の不足は、「科目の在り
方」に記載されていないことからくるのかもしれな
いが、経営の外部化が進む図書館の現状を鑑み
ると、授業でふれるべき事柄といえる。 
指定管理者制度導入等経営の外部化は、図書
館に勤務する側から言えば 3年から5年という短
い周期の、将来を保障されない雇用となり、経験
を積み知識を深める機会と意欲を削ぐものになり
かねない。こうなると、特に専門知識とスキルが多
方面にわたって求められる児童図書館員に重要
な経験の積み重ねがされにくくなり、そのしわ寄
せは、利用者である子どもたちに降りかかる。そ
のマイナスを訴えるのは、図書館にかかわる者自
身である。養成の段階で、この外部化のもたらす
問題点についてふれる機会を持つことが重要で
ある。授業担当者は実情の情報を入手して、この
課題について取り上げ、図書館員共通の問題とし
て意識させる必要があるといえる。 
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